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1. 背景 

 近年、がん患者の予後は著しく向上し、

長期生存が可能となってきた。通常、我々

は地域がん登録資料に基づき、5 年相対生

存率を報告しているが、最初の 1～2 年で

予後の悪い患者が多く死亡するため、通常

の累積 5 年生存率の値はときにがん患者や

その家族にとって、悲観的な印象を与える

ことになる。Conditional Survival（条件

付き生存率）は診断から X 年後の生存者の

累積生存率を計算したもので、たとえば、

1 年生存者の 5 年生存率、2 年生存者の 5

年生存率、という値となる。この数値を報

告することはがんサバイバーやその家族、

がん医療従事者にとってより意味のある情

報を与えるとされ、米国をはじめ各国で報

告されている(1, 2)。 

 

2. 方法 

対象：大阪府がん登録より、1990-2004

年に胃、大腸、肝臓、肺、乳房、子宮、前

立腺がんと診断され、2000-2004 年にフォ

ローアップされた約 37,000 例のがん患者

資料を用いた。対象年齢は 70 歳未満とし

た。 

解析方法：Period analysis(3)を用いて、

2000-2004 年の累積 10 年相対生存率を推

定した。計測に用いたデータは図 1 の実線

で囲んだ箇所である。この Period analysis

による 10 年相対生存率の計測結果を用い

て、診断後 0～5 年生存者の 5 年相対生存

率（Conditional survival）を計測した。図

2 に Conditional survival の算出方法につ

いて、胃がんを例に示した。部位別、年齢

階級別、進行度別に Conditional survival

を計測した。進行度不明例は多重代入法(4)

を用いて進行度情報を補完した。 

 

3. 結果 

 70 歳未満の全年齢・進行度の患者の部位

別診断 X 年後生存者の 5 年相対生存率を図

3 に示した。 

横軸に診断からの経過年数、縦軸に 5 年相

対生存率（Conditional survival）を示した。

例えば、胃がんでは通常の 5 年相対生存率

（X=0）は 60%であるが、診断後 1 年生存

者（X=1）におけるその後の 5 年相対生存

率は 77%、2 年生存者（X=2）の 5 年相対

生存率は 87%、そして 5 年生存者（X=5）
生存率確認年（フォローアップ年）

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
1990 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1991 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1992 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1993 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1994 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1995 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1996 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1997 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1998 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1999 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
2000 0 1 2 3 4 5
2001 0 1 2 3 4 5
2002 0 1 2 3 4 5
2003 0 1 2 3 4 5
2004

図1　Period analysisを用いた2000-2004年の10年累積相対生存率の計測（概念図）

診
断
年

0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年
生存率 生存率 生存率 生存率 生存率 生存率 生存率 生存率 生存率 生存率 生存率

累積相対生存率 1.00 0.77 0.67 0.63 0.61 0.60 0.59 0.58 0.58 0.58 0.57
期間相対生存率 1.00 0.77 0.87 0.93 0.97 0.98 0.99 0.99 0.99 1.00 0.99

Conditional Survival
0年生存者 1.00 0.77 0.67 0.63 0.61 0.60 ←通常の5年相対生存率と同じ

1年生存者 1.00 0.87 0.82 0.79 0.78 0.77 ←1年生存者の5年相対生存率

2年生存者 1.00 0.93 0.91 0.89 0.88 0.87 ←2年生存者の5年相対生存率

3年生存者 1.00 0.97 0.95 0.94 0.93 0.92 ←3年生存者の5年相対生存率

4年生存者 1.00 0.98 0.97 0.96 0.95 0.95 ←4年生存者の5年相対生存率

5年生存者 1.00 0.99 0.98 0.97 0.97 0.97 ←5年生存者の5年相対生存率

図2　Conditional Survivalの算出例（胃がん）

1年生存者の5年Conditional Survivalの
計算に使う期間生存確率

5年生存者の5年Conditional Survivalの
計算に使う期間生存確率
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は 97%であった。これはつまり、診断から

5 年以上生存した胃がん患者の 97%はさら

に 5 年生存可能（厳密には胃がんで死亡し

ない）であることを意味する。胃、大腸、

肺では診断からの年数が経過するにつれ、

高い値を示した。一方、肝がんは診断から

5 年経過したのちの 5 年相対生存率も 37%

と低い値を示し、完治に至るまでの期間が

他の部位に比べ長いことが示唆された。乳

がんは 85%から 92%と診断からの経過年

を問わず、高い値であった。年齢階級別に

も結果を示したが 70 歳未満では年齢階級

別の結果は大きな差はなかった（図 4）。

 

 

進行度別では、肝がん以外の部位では、限

局患者の Conditional Survival は 90%～

95%を示した。肝がん以外では、領域浸潤

や遠隔転移の患者においても、診断後 5 年

生存者における 5 年相対生存率は高い値を

示した（図 5）。 

 

4. 考察 

従来報告してきた 5 年相対生存率に加え、

診断後 X 年生存者の 5 年相対生存率を報告

することは、特に長期生存が可能な部位の

がん患者にとって、有用な統計資料である

といえる。また、Conditional survival が

100%に近づくことは治癒を意味しており、

通常の生存率よりも前向きな印象を与える

情報提供になりうると考える。計算方法も

複雑ではなく、これまでの相対生存率の推

定に一工夫加えるだけで計測可能であるた

め、定期的に報告することができる。さら

に部位を増やし、また常に最新データを反

映させ、がん患者や家族、医療現場におい

て有用な地域がん登録資料の活用事例とし

て報告していくことが重要である。 
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Summary 

Recently cancer patients can survive longer term than those in a few decades ago. Usually we 

report five-year survival rates, but these figures can be too negative for patients, because many 

patients died within first year and the five-year cumulative survival would be low. Conditional 

survival analysis is a method to estimate survival rates, given the pre-condition of having already 

survived a certain length. The figures can provide patients and oncologists with more relevant 

information. We applied period approach to estimate up-to-date cumulative 10-year survival of 

around 37,000 patients of stomach, colorectal, liver, lung, breast and prostate cancer diagnosed in 

1990-2004 and followed-up between 2000 and 2004 in Osaka, Japan. Conditional 5-year relative 

survival of 1 to 5 years after diagnosis was calculated for each site of cancer by age group and stage 

at diagnosis for under age of 70. Five-year relative survival for stomach cancer was 60%, but 

conditional 5-year relative survival 1 year after diagnosis was 77%; 2 years after 87%; 5 years after 

was 97%. This means that 97% of patients who have survived 5 years after diagnosis can survive 5 

years more. 

 


